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はじめに

急速な人口減少・少子高齢化が進行する中、地域社会の生産性や利便性を飛躍的

に高めるデジタル技術は、地方が直面する社会課題の解決の切り札となるだけで

はなく、新しい付加価値を生み出す源泉となります。

様々な地域社会の課題に対して、AIといった新しいデジタル技術を活用すること

で、産業の高度化や省人化・省力化による労働生産性の向上を図るほか、地域社会

の生活の質や利便性を高め、新たな付加価値を創出するといった地域社会DXを

推進することが期待されています。

しかし、既存の通信インフラと組み合わせたAIの先進的なソリューション（AIソ

リューション）に関する検証は、未だ途上にあり、他地域に横展開されるような優良

モデルは多くありません。

こうした考えのもと、総務省は令和６年度補正予算を活用し、「地域社会DX推進

パッケージ事業」における新たな施策として、省人化・省力化による地域社会課題

の解決に資する通信システムを用いたAI等の検証を行いました。

地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイプ） 実証概要

※以降の本資料では、本図で示した各地域での実証案件を、AI01函館市、AI02仙台市、AI03小平市、AI04神

戸市、AI05西予市、AI06高知県、AI07大分県としてそれぞれ示します。
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地域社会課題の解決や新たな付加価値創出に資する
AIソリューションの実現に向けた検証の位置づけ

AIを活用した通信負荷の低減や通信 の確保な を通じ、地域社会課題の解決

や付加価値創出をするAIソリューションの実 を目指した検証は、これまでにない

新たな取組です。検証対象の範囲は、技術の高度化、地域社会課題の解決、研究開

発と実証等の  、新たな社会的価値やビジ スの創出、中長期的な展開の基盤

  といった様々な  があります。

省人化・省力化による地域社会課題の解決や新たな付加価値の創出に資するAI

ソリューションの実 およ 段階的な社会実装を見据えた 合、通信技術とAI技術

の  ・ 合に係る基礎的な技術検証も含め、AI技術が 在の通信インフラ領域、

さらには次世代の通信やコンピューティング  において果たす役割や可能性を、

技術的チャ ンジを含む広範な ースケースを通じて検証することが望ましいです。

令和７年度実施の地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）では、AI技術

と通信インフラの  ・ 合を通じた課題解決に向けて、  の  による通信イ

ンフラの負荷低減、RAN 御による 域確保、 ッ  ー とAI・コンピューティン

グの 合による新たな顧客 験や社会価値の創出を、AIを用いて実 する ース

ケースを４類 に整 しました。そして、これら４つの ースケースのいずれかまた

は 数に対応する技術実証を本事業として取り進め、本資料ではそれらの結果をま

とめました。

地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイプ）で取り扱ったユースケースの4類型
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AIソリューションの実現に向け活用

可能なAI技術・通信技術を理解する



7

実証事例モデル集の目的・利用方法、構成

AIソリューションの実 に向け活用可能なAI技術・通信技術を 解する

◼本資料の目的・利用方法

本資料は、総務省令和6年度補正予算「地域社会DX推進パッケージ事業」におけ

る新たな施策として、省人化・省力化による地域社会課題の解決に資する通信シス

テムを用いたAI等の検証結果を分かりやすくまとめ、広く周知することで、AI技術

と既存通信  およ 既存のシステムを組み合わせたAIシステムや通信等のデジ

タル技術の進化や、将来的なビジ スモデルの発展に貢献することを目的としてい

ます。

地域社会や産業の課題に対して、AIを用いた通信負荷低減およ 通信 の確保

等を通じたAIソリューションの実 を目指した取組事例を、当該ソリューションの

活用 リッ を明らかにしつつ、前提条件や計 結果な の成果を共 することで、

通信システムにおけるAI活用の参考となるような  として簡潔にまとめていま

す。

なお、AIソリューションが産業や地域社会の課題に与える影響や効果はAIソ

リューション実行のための通信システムや収集するデータ、活用するAI技術の  

な組み合わせにより変化することに注意が必要です。本資料で紹介したAIソリュー

ションの性能や品質が、必ず再 できるわけではないことにご留意ください。

また、本資料の事例はあくまでも実証事例の紹介として参考に留めるものとして

ください。例えば、AIソリューション実 のためのデータ収集や 器の導入等と

いった取り組みの一部には許認可が必要なものや当該地域または産業の関係 と

の調整を要するものがあります。AIソリューション導入に伴い必要とされる措置等

に関する判断は、必ず責任主 が行うこととしてください。

参考 本資料の活用例

技術を導入する事業者
地方 共団体（DX推進担当部局等）、AIソリューションの実現に関する課題に直面する事業者 等

既存通信  およ 稼働中のシステムを踏まえ導入するデジタル技術の検討に資する

  を得る。さらに、具 的な実証事例に基づき整 したAI×通信技術等のソリュー

ション実 に係る留意 ・意識しておくべき事項等を参考  として得る。

技術を提供する事業者
AIベンダ、システムベンダ、通信事業者 等

デジタル技術導入を進める地域・事業 等の様々なケースにおいて求められる ービ

ス・技術について、定 的な結果等を合わせて把握する。
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◼本資料の構成

本資料は、「AIソリューションの実 に向け活用可能なAI技術・通信技術を 解す

る」、「AIソリューション実 に向けた具 的な実証事例を把握する」、およ 「AIソ

リューションの実施方法等を把握する」の3部 成となっています。これらを通じて、

総務省令和６年度補正予算「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」で

実施した、実証事例について前提となる技術から実証の内容とその結果、さらに同

様のAIソリューションを実施する 合の許認可手続き等の参考  をまとめます。

「AIソリューションの実 に向け活用可能なAI技術・通信技術を 解する」の

パー では、実証を通じて検証したAIソリューションで用いられたAI技術およ 通

信技術について簡潔な解説を付けています。

「AIソリューション実 に向けた具 的な実証事例を把握する」のパー は、全国

７地域の実証事例をまとめたものです。当該地域・産業の課題やAIソリューション

を目指し取り組む実証の全  をまとめつつ、実証の前提条件や検証結果な を

AIソリューションの実 に向けた参考  となるよう簡潔にまとめています。なお、

実際にAIソリューションを創出して社会実装する 合は、対象とする地域や産業の

前提条件の違いを十分に考 し、本資料で紹介する内容を含めた幅広いAI技術・

通信技術の組み合わせを別途検討する必要があります。

「AIソリューションの実施方法等を把握する」のパー は、７地域の実証事例に関

 して、同様のAIソリューションの実施に向けて必要となる関係省庁等の許認可手

続きやAI技術の活用に関するガイ ラインな の参考となる  を付けています。

AIソリューションの実現に向け活用可能なAI技術・通信技術を理解する

7地域の実証事例で実際に活用したAI技術およ 通信技術を解説

AIソリューション実現に向けた具体的な実証事例を把握する

7地域の実証事例について、実証の背景や前提条件、検証結果を具 的に紹介

⚫ 地域・産業が抱える課題

⚫ 既存の通信システムでは実 が難しいこと

⚫ AIソリューション実 を目指した実証の全  

⚫ 導入を目指すAIソリューションにおけるAIおよ

 通信の技術要素

⚫ AIソリューションの導入に向けて実 ・解決

できること

⚫ 導入時の留意事項・意識しておく事項等

⚫ 実証による評価結果（ご参考）

⚫ 参考事例等

AIソリューションの実施方法等を把握する

AIソリューションの導入に関 して、関係省庁等の許認可やガイ ラインを紹介
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AIソリューション実現に向けて活用した通信方式

AIソリューションの実 に向け活用可能なAI技術・通信技術を 解する

本実証にて活用する通信方式として、「モバイル通信」、「ローカル５G」、「Wi-Fiな

ど」、「LPWA（Low Power Wide Area）」、「OCC」の概要や特徴を整 する。

◼モバイル通信（４G/５G）

概要

⚫  通信事業 が  整備・ 用する４G（LTE)や５Gの通信 ッ  ー 。

⚫ 700MHz から4.5GHz までの   話向けの周 数 や リ  の28GHz

 を利用。

⚫通信事業 との契約で利用できる ャリ 回 として、   話・タ  ッ ・IoTデ

 イス等の幅広い通信端末で利用される。

特徴

✓   話回 を契約することで、通信事業 が全国で  整備・ 用する通信網を

活用できる。

✓導入にあたり、通信事業 や通信 器ベンダ等の  ー を受けられるため、導入

の障壁は低い。

✓一般の ー 端末と同じ  通信リソースを分け合って活用するため、イベン で 

 する等、 い リ で通信の需要が増大した 合は、端末（   話・IoT端末・

 ッジ ー 等）と基地局の の  通信に輻輳が生じ、安定的な通信が困難にな

る 合がある。

✓ 市部等の人口密集地域や人の居住のある地域を中心に、通信事業 の助力のも

と、広く   話通信  は整備されているが、  地な の人の居住や立ち入り

が少なく、通信の需要が小さい地域では、通信  が整備されておらず、通信接続

が困難または 可能な 合がある。

実証での活用例

⚫ も一般的かつ汎用的な通信  として、本実証の 数の地域で活用。
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◼ローカル５G

概要

⚫特定の リ 内で利用するために企業や 治 が独 に    ・ 用する５G通

信 ッ  ー 。

⚫ 4.5GHz 、4.7GHz およ  リ  （28GHz）を利用。

⚫製造業や 業、医療等の様々な産業分野において、他 ャリ 通信に影響を受けな

い高品質な通信  整備の手段として活用されている。

特徴

✓一般の   話回 とは異なる周 数 を利用しており、一般 ー 端末（   

話等）からの干渉を受けず、高品質で安定的に通信できる。

✓用途に応じて低遅延性、大容 性、多数接続性の５G通信の特性を調整しながら確

保できる。

✓ ッ  ー を独 に  ・ 用できるため、高いセ ュリティ性を確保できる。

✓ 数の通信方式（モ イル通信等）を組み合わせ、通信状況に応じて事前に  な 

ン  ー を実行することで、途切れのない通信を実 できる。

✓基地局の設置や 用設備に関する初期投資が発生。

✓基地局当たりの  ー リ が く、広域展開には 数基地局の設置が必要となる。

✓利用にあたっては、総務省より免許の取得が必要である。

実証での活用例

⚫  における通信回 の  に向けた冗長回 の一つとして活用。（AI03小平市）
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◼Wi-Fiなど（IEEE 802.11規格準拠の免許不要の無線規格）

概要

⚫ IEEE 802.11規格に基づく  通信技術で、Wi-Fi （４/５/６/６E/７ ※世代を示

す） 、WiGig、Bluetoothという名称で商用化されている。

⚫ Wi-Fiは、2.4GHz 、５GHz およ 6GHz の免許 要 域を利用し、 庭、 

フィス、商業施設、公共 リ 等の幅広い 所で、比較的短距離（～数十m）な通信に

利用される。

⚫ WiGig（802.11ad規格準拠）は、免許 要の60GHｚ  リ を用い、広い周 数

 を活用して大容 通信を可能にする規格。 ファイ が敷設できない地 で、 ッ

 ホール回 として活用できる。ただし、直進性の高い リ を用いるため、 受信

  に遮へい物があると、通信品質が悪化する。

⚫ Bluetoothは、2.4GHz の免許 要 域を利用し、 庭、 フィス、商業施設等、

公共 リ 等の幅広い 所で、短距離（～10m）の通信に利用される。

特徴

✓免許 要 域を用いる  通信で、市販の  セス イン やルータを設置するだ

けで通信  を  可能であり、導入が容易である。

✓Wi-Fiは、  セス イン やルータが比較的安価でありモ イル通信とは異なり通

信 ャリ との契約が 要なため、導入における初期コス 、 用コス が小さい。

✓WiGigは、モ イル通信とは異なり通信 ャリ との契約が 要であるが、 用コス

 は小さいものの、導入に係る一定のコス を要する。

✓Wi-Fiにおいて、屋外利用可能な周 数 である2.4GHz 、5.6GHz では、他

の  利用の影響を受け、性能を十分に発揮できない 合がある。

○2.4GHz ：Bluetooth等の他通信にも用いられ、それらと干渉する 合がある。

○5.6GHz ：各種 ーダー（船舶、 空）による利用が優先され、通信 器が ー

ダー を検知したら、通信を停止して、干渉しない周 数を探す。

✓Wi-Fi、WiGigを活用する 合、  の到達距離が数十m ーダのため、 器当たり

の通信 リ が限定的となり、広域展開が難しい。

✓Bluetoothは通信可能な距離が10m程度までで長距離通信は困難。また、Wi-Fi

による  通信（2.4GHz）を検知すると通信を停止し、異なる周 数チャ ルを利

用するよう 作するため、Wi-Fiとの 在  では、通信速度が低下する 合があ

る。

実証での活用例

⚫   リ 対策において タ ーフ ス   と  して活用。（AI02仙台市）

⚫  における通信回 の  に向けた冗長回 の一つとして活用。（AI03小平市）
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◼ LPWA（Low Power Wide Area）

概要

⚫低消費 力で長距離通信を実 する  通信技術。数kmから数十kmの距離で通

信が可能。

⚫広域のセン データ収集といったIoT活用における通信方式として活用できる。

特徴

✓消費 力が少ないため 池交換等の 器 ンテナンスの頻度を低減でき、長距離の

  ができることから1台の基地局で広範囲を  ーできる。

✓  免許を必要としない周 数 で 用できるため、独 に通信 ッ  ー を 

 できる。

✓ LPWAの テゴリとして様々な通信規格がリリースされており、用途・目的に応じて

選定できる。

✓通信速度が 大で1Mbps程度のため、十数Mbpsやそれ以上の通信速度が求めら

れるような高精細な  の  等への活用は難しい。

実証での活用例

⚫   話  地 である  部のビニール  スから、 ッジ端末でデータ  し

た 作物に関する  を  するのに活用。（AI06高知県）

◼OCC（Optical Camera Communication）

概要

⚫ Optical Camera Communicationの略。 源が発する の明滅を、  ラを介

して信号として取り出すことで通信する手法。

⚫ LED 源と  ラといった組み合わせで、 による  通信が実 できる。

特徴

✓  ラが検知できる可  を中心とした を用いるため、  が透過できない  

において、 による  通信を実 できる。

✓ 源の明滅を  ラが捉える必要があるため、 源からの が届かなくなるような

  や、 源の明滅が  ラで認識できなくなるような別の 源がある  では通

信できない。

実証での活用例

⚫ 中において、 中  ーン、中継器、 ッジ端末 の通信に活用。（AI05西予市）
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AIソリューション実現に向けて活用した
AI技術・ネットワーク技術

AIソリューションの実 に向け活用可能なAI技術・通信技術を 解する

本実証にて活用したAIの  手法やAIモデルといったAI技術や、 ッジコン

ピューティング等の ッ  ー 技術は、7地域の実証の取組から次の3つの  に

整 されました。

❶通信量削減

通信負荷が高いAI・映 処 等のAIソリューションについて、通信 そのものを

減らす技術。

❷大容量化

通信の  や負荷に応じた 的な通信・ ッ  ー  御を通じて、AIソリュー

ション全 としての通信容 を大容 化する技術。

❸計算資源の分散化

通信およ 計算処 の負荷分散を目指した ッジ・ ラ  の処 分散や、デー

タを集約せずにAI活用するデータ主権    ーチといった分散 のAI 用技

術。

7地域で活用されたAI技術およ  ッ  ー 技術は、これら3つの  を通じて

以下のようにまとめられます。

技術（五十音順） 通信量削減 大容量化 計算資源の分散化

異常検知 ●※ ●

SLM ●

エッジAI（エッジ端末） ● ● ●

F-RAG ●

強化学習 ●

差分検知（画像分野） ●

YOLO（物体検知） ● ●

連合学習 ●

※「●」はAI技術およ  ッ  ー 技術について、総務省令和６年度補正「地域社会DX推進パッケージ事業（AI

検証タイ ）」における実証事例で確認された利用目的を表す。なお、各技術は通信  減・大容 化・計算資源

の分散化だけでない、幅広い活用目的を設定できることにご留意ください。

※ 械  （主に教師あり  ）は 数の地域で広く活用され、具 的なAIモデルは様々です。具 的なAIモデ

ルの 成やその  方法といったAIそのものの  ・解説は令和6年度補正 総務省「地域社会DX推進パッ

ケージ事業（AI検証タイ ）」の7地域の成果  書にありますので、ご参照ください。
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◼異常検知

概要

⚫データセッ の中から通常とは異なるパターンの ン ルを異常として検出する技

術。

⚫データセッ の ン ルとは著しく異なる外れ値を検出するだけなく、統計 やAIと

いった手法を用いることでデータの持つ文脈や時系列的な整合等を踏まえた異常

値を検知することが可能。

特徴

✓セ ュリティ分野やインフラ、様々な産業な 幅広い分野で活用され、 ラ ル等の

事象を検知するための  処 技術として活用されている。

✓AIを活用することで、   といった数値以外のデータや、時系列データといった

大 のデータを一度に処 しながら異常を検出できる。

実証での活用例

⚫ 備分野における侵入 異常検知や、通信品質の変化の察知といった幅広い用途

で、 数の地域の実証で活用。

◼SLM

概要

⚫ Small Language Modelの略。 然言語の文章を処 、 解、生成できるAIモデ

ルで、大規模言語モデル（LLM: Large Language Model）よりも規模が小さい。

⚫ AIモデルを端末向けに  化することで、PCやスマー フォン、小 の ッジ端末

で 作できる 合がある。

特徴

✓ 然言語の処 を含む 復的な処 （例：コマン 解析、要約な ）を、少ない計算資

源で実行する用途に しているとされる。

✓多様かつ広範なタス を単一モデルで汎用的に処 する 合、LLMと比較して性能

上の 約が生じることがある。

実証での活用例

⚫ AI  ラで検知したテ   リデータを要約し、 備員への  （テ ス ）を生成す

ることに活用。（AI04神戸市）
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◼F-RAG

概要

⚫利用 の質問に対して、外部の  源（社内データベース、Webな ）から関   

を検索し、それをもとに 然な文章で回答を生成するRAGのうち、外部の  源が

分散・ 離されている状況で 能するもの。

特徴

✓一般的なRAGのように  源となるデータを集約しないため、 ライ シーやセ

 ュリティを担保できる。

✓医療分野や  分野、企業内部データのような  の外部 出への配 が必要な 

 源に対して活用可能。

実証での活用例

⚫ 数の  施設のそれぞれで蓄えられる  の程度の将来予 データや地域の天

候や交通  を  源とし、当該地域を訪れる  客向けの  提供に活用。

（AI01函館市）

◼エッジAI（エッジ端末）

概要

⚫通信 ッ  ー の末端にあたる ン  ー 近くに配置された端末（ ッジ端末）上

で 作するAI。

⚫ インター ッ で接続された ラ  の計算資源と通信せず、 ッジ端末でAIの処 

を完結させることができる。

特徴

✓通信を介した ラ  の計算資源によるAI（ ラ  AI）で生じる通信等の遅延時 

がない分、高速にAI処 を実行できる 合がある。

✓データを ラ  に る必要がないため、 ッジ端末の ー の ライ シーを守る

ような活用が実 できる。

✓ ッジ端末として用いる計算 の性能や確保できる 力に 約がある 合、 ッジ

AIとして実行できるAIモデルの規模や処 の速度といったAIの性能にも 約が生

じる 合がある。

実証での活用例

⚫ AIと通信を 合させるための基礎的な技術として、本実証の 数の地域で活用。
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◼強化学習

概要

⚫コンピュータが一定の  の中で試行錯誤を行うことが  用データとなり、行 

に 酬を与えるという  セスを繰り返すことで、何が長期的に良い行 なのかを

  させる 械  の手法。

⚫試行錯誤を通じた  ッ 操作における 御方法の獲得等に利用される。

特徴

✓変化する  に対して 応し、試行錯誤を通じた経験からAIとしての知見を得るた

め、対象とするタス によって汎用性の高いAIとして  できる 合がある。

✓ 酬関数を様々な目的にあわせて調整でき、実 したい対象に応じたパフォーマン

スの  化を目指すことができる。

実証での活用例

⚫ タ ーフ ス   と呼ばれる    の様子を変えることができる 器の 御

において、   リ の通信端末に向けた    方向 御の  化のために活用。

（AI02仙台市）

◼差分検知（画像分野）

概要

⚫異なる時 の  の差分（変分）を用いることで、当該  に生じた変化を検知する

手法。

⚫ AIの入力データとして用いることで当該  の対象に生じた意味的な変化（人の出

 、損壊の程度等）を推論できる。

特徴

✓ダムや鉄 な の屋外のインフラにおける損壊等の検知や  といった施設におけ

る異常検知において、損壊や異常がない平時のデータを活用する差分検知が効果的

な 合がある。

✓差分をとるための2つの  に位置ずれが生じる 合、変化等の誤検知を生じさせ

る 合がある。

実証での活用例

⚫   ーン（ 人 空 ）の着陸時に、着陸地 周辺の安全確認として人物検知およ 

物 検知に活用。（AI07大分県）
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◼YOLO（物体検知）

概要

⚫  から物 の位置と分類（物 の種類）を単一の推論で同時に予 する単段

（one-stage）物 検出モデルの系統。リ ルタイム用途を意識した速度と精度の 

ランスを重 して設計されている。

⚫ 2016年のYOLOv1の発表以降、 数の 良版（例：YOLOv2/YOLO9000、

YOLOv3、YOLOv4 な ）や派生版のモデルが継続的に提案されている。

特徴

✓  から物 の位置と種類を検知するあらゆるタス に活用でき、リ ルタイム性が

求められる 面で利用できる。顔検出や  （異常検知を含む）、車両セン 支援や

製造業における製品検査といった幅広い 面・産業で利用実績がある。

✓ YOLOの系統として様々なAIモデルが提案されており、対象とするタス や用意す

る計算資源といった条件に応じたモデル選択が可能。

実証での活用例

⚫  ラ  からの人や獣等の  ジ   検出、 きベ  ルを入力に用いた 定形

（煙）検出に活用。（AI02仙台市）

⚫飛行中の  ーンにおける、地上の人・物 等のリス 検知に活用。（AI07大分県）

◼連合学習

概要

⚫ ッジ  ではデータを活用したAI  を実施し、 ラ    データを集約せず、

 ッジ  で  を行ったAIモデルを集約して活用する技術。

⚫データをAIの利用 側の ッジ  に留め置き秘匿性を保持つつ、AIモデルを介し

た 接的な手法で  の  を実 できる。

特徴

✓ ラ    への集約が難しい ライ シーデータや 密データ等のデータをAI 

 に活用できるようになる。

✓ ッジごとに得られるデータに偏りがある 合、予 精度が低下してしまう 合がある。

実証での活用例

⚫ 数の  施設でそれぞれ設置された  ラデ イスが出力する人数データを、

 ラ  に集約することなく利用して  度の将来予 するAIの  に利用。

（AI01函館市）
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AIソリューション実現に向けた

具体的な実証事例を把握する
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AI01函館市
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観光地域における連合学習を用いた
多地点混雑予測AIの学習データ多様化の実証

観光業

実証地域では、地域公共交通（路面 車）が  客およ 地域住民の移 を支えている。  客

の割合が高い人 は将来予 が困難で、  地での人的リソースの安定的な確保・提供が課題。

地域・産業が抱える課題

 数の  ラン マー や公共交通の  の程度を将来予 するにあたり、地域各所に設置し

た  ラデ イスを主な  源とする 合、高精度な予 には 数地 の映   の統合的な

活用と、地域特 の  ※を組み合わせることが望ましい。しかし、これにはセ ュリティ・ ラ

イ シーへの配 や高度な計算およ 通信の資源が必要となるため、実 は困難となる。
※天候や公共交通の利用実績、その他 治 の統計データ等

既存の通信システムでは実現が難しいこと

函館市の   リ に、  ラ、 ッジデ イス、 ッジ ー からなるデータ  基盤を  し

た。 ッジデ イスで  ラ映 から人数データを推定し、 ッジ ー で外部データと組み合わ

せて  の将来予 を行う。 ッジ ー と ラ   ー  では 合  を用い、映 データ

を共 せずに基盤全 のAI  を実 した。 ラ   ー では、  の将来予 を含む 数

のデータに対しF-RAGを 用し、  客に 切な  提供を行う。

AIソリューション実現を目指した実証の全体像

•  合  を用いた人 将来予想システム

• F-RAGを用いた 数データソースからのデータ抽出システム

導入を目指すAIソリューションにおけるAIおよび通信の技術要素
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連合学習やエッジAI等を用いた分散ネットワークを活用した観光エリア
混雑将来予測とF-RAGによる情報抽出に基づく観光客向け案内の検証

  地域における 合  を用いた多地   予 AIの  データ多様化の実証

函館市市街地に30台以上の  ラを設置し、 ッジデ イス、 ッジ ー 、 ラ   ー か

らなる三層 成の分散 ッ  ー  AIシステムを  した。 ッジデ イスで人数推定を行い、

 ッジ ー と ラ   ー  は 合  を用いることで、  ラ映 を直接やり取りしない

  を実 した。その結果、映 を ラ  に集約する方式と比べ通信 を99%以上 減し、映

 を 信せず ッジデ イス 身のデータを用いる従来方式と比べて  性能を80%以上向

上させた。

さらに、  将来予 結果を含む 市データをF-RAGで抽出し、  客向けに提供することで

行 変容に関する示唆を得た。

観光業

技術要素の検証の目的・論点

 合  と ッジAIを活用した  用データをやり取り・共 しな

いAI  による20％以上の通信コス の 減を目指す。さらに、 

 客向け案内の 効性を確認する。

通信方式 4G/5G

AI技術  合  、F-RAG、 ッジAI、AI ージ ン 

  ラは 柱や路面 車の駅舎といった既存の 造物に装

着する形で設置している。  地における  ラ取り付け

のため、周囲の景 や周辺  客の安全性確保等の  か

ら施 している。

これら  ラからは映 は ッ  ー されず、接続される

 ッジデ イスとの  の下、当該 角内の人数（推論結

果）のみを ッジ ー に ッ  ー する。

観光地混雑予測に向けたカメラ設置事例

AIソリューション導入に向けて実現・解決できること
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観光業

カメラ・エッジボックス
設置のイニシャルコスト

五稜郭タ ー
（  ラ14台）

設備・ 器費 227万円

設置 事費 268万円

 停3駅
(  ラ6台)

設備・ 器費 89万円

設置 事費 136万円

 ルーズター ナル
（  ラ3台）

設備・ 器費 30万円

設置 事費 66万円

函館朝市 リ 
（  ラ11台）

設備・ 器費 176万円

設置 事費 300万円

[小計] 4ス ッ 
（  ラ34台）

設備・ 器費 522万円

設置 事費 770万円

エッジデバイス映像解析
実装開発のイニシャルコスト

 ッジAI解析モジュール開発 890万円

データ連携基盤運用  ラ   ービス利用料・6か月 50万円

アプリケーション開発 開発初期費用 300万円

合計 2,532万円

従来手法と検証手法
の性能比較（一例）

※費用の概算は、令和6年度補正 総務省「地域社会DX

推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」の実証事業におけ

る個別事例であることに留意。実際の費用は導入規模

や求めるAI性能等により大きく変化する。

•   ラ設置では当該地 の   等との調整を通じ、設置許諾や設置に係る条件整 等を進めなけ

ればならない。

•   ラ設置条件によってはAI活用に向けた  ラ  として、AI性能に影響を与えるような、 角や

明るさ等の 約が生じることに留意が必要。

導入時の留意事項・意識しておく事項等

函館市の   リ およ 公共交通 関（路面 車駅）の合計4ス ッ に合計34台の  ラを設置し

た。

実証で用いた機器・システムについての補足（ご参考）

⚫五稜郭タワーにおける混雑度の将来予測

 合  を利用して合計30台超の  ラ  を ラ  に集めることなく  させたAIモデル（青色）

と  ラ映 を集めることなく ッジで  させた従来AIモデル（灰色）の性能比較として、従来AIモ

デルのRMSE（二乗平均平方根誤差）を1としたときの本検証手法のRMSEを図示。１時 先の予 か

ら従来AIモデルでは性能低下が著しい4時 先の予 まで6割程度の性能  が確認された。

実証による評価結果（ご参考）
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AI02仙台市
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工事現場等におけるAIを用いた通信量削減および
メタサーフェス反射板による電波不感地域改善の実証

建設業等

エッジAIにて
対象検知
（噴煙・鳥獣）

動的反射（AI制御）:
28・60GHzを活用し、  ッ を追従

クラウドAIにて
対象選別
→    へ通知
→ 備業務の省人化・

省力化の実 

ロボット移動監視

（例）     

映像・検知結果

適応的な監視業務の
将来像

建設や 業等の労働集約 の産業では、危険箇所での作業や、広範な領域にまたがる業務遂行

が求められることから、省力化・省人化に繋がり、  でのリ ルタイム  や   御の安定

化を実 するようなAIや  ッ の利活用が期待される。

地域・産業が抱える課題

省力化・省人化を目的としたAI利活用システムの実 、およ これらの技術を効果的に 用する

ためには、AI  の性能向上に加えて、リ ルタイム性の確保のため、安定した通信 ッ  ー 

  を  することが 可欠である。

映 な の大容 データを ラ  に 信し分析を行う際には、通信負荷や 域確保が技術的

課題として顕在化している。

既存の通信システムでは実現が難しいこと

 ッジAI・ ラ  AIの  により、データ通信 を効果的に 減するとともに、 タ ーフ ス

   等を活用し、  強度等の  を通じた通信安定化の実 により、移 可能な   

 ッ を様々な 所で活用可能にし、 備業務の省人化・省力化を実 する。

AIソリューション実現を目指した実証の全体像

•  ッジAI・ ラ  AIの効果的な  によるデータ通信 の 減およ  タ ーフ ス  

 （静的・ 的）による   リ への  強度  

導入を目指すAIソリューションにおけるAIおよび通信の技術要素
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⚫ ッジAIにより対象物が検出された 合のみ、 ラ  AIでの

検知対象となるため、 ッジAI次第で大幅な 信データ  減

が実 できる。

⚫一方、 ッジAIで”見落とし”たり、検出対象として認識できな

かったりすると、  システムとして要求 準を満たせない可

能性もあり、検知を担うAIのチューニングや高性能化は必須。

技術要素の検証の目的・論点
 ラ  へのデータ 信 の 減 80％以上およ  タ ーフ 

ス   の  での通信速度と受信 界強度傾向の差分を評価

通信方式 5G （Sub6 ・ リ  ）、WiGig（ リ  ）

AI技術   ジ   検出（YOLO）、強化  （   ）

検出性能とデータ削減量の関係

エッジAI・クラウドAIの効果的な連携によるデータ通信量の削減および
メタサーフェス反射板（静的・動的）による不感エリアへの電波強度改善

 事  等におけるAIを用いた通信  減およ 
 タ ーフ ス   による    地域  の実証

建設業等

※実証結果の詳細については、令和6年度補正 総務省「地域社会DX推進

パッケージ事業（AI検証タイ ）」成果  書を参照。

周波数 種類/場所

スループット
[Mbps]

受信電界強度
[dBm]

設置前 設置後 設置前 設置後

4.5GHz 静的   /@ ャンパス 3.5 5.5 -110 -75.3

4.5GHz 静的   /@ 事  3 4.1 -110 -102

28GHz  属   /@ ャンパス - 4.1 - -82

28GHz  的   /@ ャンパス - - - -

60GHz  的   /@ ャンパス - 5.5 - -60

エッジAI・クラウドAI連携による検出性能とデータ
通信削減量

⚫   システム上で、“見落とし”を防止するため、 ッジAIは

再 率を重 する設定が必要。

⚫ 目標検出に効果的な ッジAIにより、データ 減 が期待

される一方、検出精度の担保とデータ通信  減効果は相

 する部分もある。

⚫ AIの  データを増やすことや 用 所等に特化して

チューニングを行うことでさらなる  が期待。

メタサーフェス反射板による
電波不感エリアの改善

⚫ 60GHz 的   で示されたように、高周 数

 側になるにつれ、  の直進性が高まるため、

   の効果が得られやすい。

⚫ 一方、 的     が新しい技術であり、引き

続きの技術開発や設置方法の検討・実証が必要。

AIソリューション導入に向けて実現・解決できること

エッジ・クラウドAI連携事例
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⚫特定の対象物/環境の自動監視業務における

削減効果 / クラウドへのデータ 信量の削減

量80％以上

•  ッジで24時 常時  中の 合、  範囲内に、

対象物が出 する時 が245分以下であれば、 ラ

  へのデータ 信 は80%以上 減される。

• 一方、開発した ッジAIのみの解析では”見逃し”が発

生することから、 ラ  での再確認が必要となるた

め、  業務では通信  減効果は限定的。

※費用の概算は、令和6年度補正 総務省「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」の実証事業における個別事例

であることに留意。実際の費用は導入規模や求めるAI性能等により大きく変化する。

システム/機器 要件 内容 金額 備考

AI検知
システム

 ラ  
   面  100万円

 ラ  利用料 60万円 （月額）

 ッジ

 源、架台等  190万円

PTZ  ラ 43万円

 ッジ処 PC 5万円

PoEスイッチ 5.5万円

メタサーフェス
反射板（静的）

4.5GHz 設計・  費 970万円 20枚

28GHz 設計・  費 200万円 10枚

検出性能とデータ削減量の関係

建設等建設業等

•   認識AIの既存モデルをそのまま 用する 合は検出精度 足となる恐れがあり、追加データ取

得およ ファインチューニングが求められる。

• 28GHz 的   に係る実験局は、 用中の商用局   ーターと干渉調整を実施する必要があ

り、実験局免許を取得するまでに時 を要する。

導入時の留意事項・意識しておく事項等

実証で用いた機器・システムについての補足（ご参考）

実証による評価結果（ご参考）

⚫メタサーフェス反射板による電波不感エリアの改善

•    を用いた実証では、  地域へ異常  /鏡面  させることを通じて、本実証で用いたシ

ステムが所要した通信速度3 Mbpsを上回る箇所が95%を超える結果も得られた。

• 一方、 タ ーフ ス   に入 する  強度が芳しくない 合や高周 数 であれば  の直

進性が高いため、   を介した通信を確立することが難しいケースも存在。
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工場など複雑な電波環境における
エッジAIを用いた通信量削減および通信リソース最適化の実証

製造業

①異常検知AI ②通信制御AI

無線環境データ

通信品質の異常（パケットロス、
遅延の増大）を予測

• 最適な回線へ切り替え
• 通信設定（QoS）の調整

カメラ

異常検知結果・
無線環境データ

通信制御

少子高齢化に伴う人手 足を背景に、産業のデジタル化・スマー 化が加速し、 イヤ スの重要

性が高まる中、特に製造業や物 等の分野では、 数の ッ  ー や多様な  リケーション

が同時に稼働する  な    が一般化しつつある。

地域・産業が抱える課題

 数の ッ  ー や多様な  リケーションが同時に稼働する  な    では、大 の重

 や 造物等の  遮へい物等に起因する通信途絶・障害が作業停止を招き、生産性の低下に

つながるという課題がある。公衆網、Wi-Fi、 ー ル5G等の ッ  ー を組み合わせること

で可用性・冗長性向上が期待されるものの、 ラヒッ 状況や  リケーションごとの要求品質

に合わせて  な ッ  ー 選択や 御を高品質・リ ルタイムかつ  的に行うことは困難

である。

既存の通信システムでは実現が難しいこと

•  イ リッ  ッ  ー の異常検知と通信 御による通信リソース  化

導入を目指すAIソリューションにおけるAIおよび通信の技術要素

    ラや 人搬  （AGV）な  数の  リケーションが同時稼働する  において、①

    データを常に収集・分析し異常発生を予 する異常検知AIと、②異常検知AIの推定結

果と    データに基づいて  な通信回 への  切替や通信設定（QoS）の調整を実行

する通信制御AIを導入する。これにより、デ イスごとに  な通信  を安定して提供し、産

業における イヤ スの活用を促進する。

AIソリューション実現を目指した実証の全体像
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ハイブリッドネットワークの異常検知と通信制御による通信リソース最適化

  な   な    における ッジAIを用いた通信  減
およ 通信リソース  化の実証

製造業

技術要素の検証の目的・論点

公衆網、 ー ル5G、Wi-Fiが 在する イ リッ  ッ  ー に

おいて、    の変化や通信回 の  により一部 ッ  ー 

の通信品質が低下した 合でも、異常検知AIによる予 的な検知

と通信 御AIによる  切替により、安定した通信品質を維持でき

るかの検証を目的とした。

通信方式 公衆網（LTE/5G）、 ー ル5G、Wi-Fi

AI技術 勾配 ースティング（Random Forest、LightGBM）

※実証結果の詳細については、令和6年度補正

総務省「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証

タイ ）成果  書」を参照。
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AIなし（ ー ル5Gのみ、 ー ル5Gに負荷）

AIあり（ ー ル5G+Wi-Fi、 ー ル5Gに負荷）

異常検知AIと通信 御AIを組み合わせた イ リッ  ッ  ー  御により、 ー ル5Gと

Wi-Fiが 在する  では、通信経路を切り替えても映 品質の劣化がなく ービス 稼働率

0を達成した。

具 的には、 ー ル5GとWi-Fiが 在する  で、パケッ  ス率0.0～0.4％、スルー ッ

 約6.4Mbps以上を維持するな 、高 質な映 を安定して  可能な通信品質を実 した。

AIソリューション導入に向けて実現・解決できること

 ー ル5GとWi-Fiが 在する  では、

異常検知AIと通信 御AIを 用すると通信

品質（スルー ッ 、パケッ  ス率、往復遅

延時 ）の安定的な  が見られた。

AIによる通信品質の維持事例
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製造業

Wi-Fiアクセスポイントが満たすべき要件

• リ ルタイム  実 ：1秒  のデータ取得が可能

• 詳細データ取得：「  発 時 率」等を提供しており、AI入力データとして活用可能

回線切り替え 映像品質

ローカル5GとWi-Fiの間で切替確認 途切れ、乱れなし

ローカル5Gから  網への切替確認  ー ル5Gから公衆網へ切り替わり時に途切れあり

Wi-Fiから  網への切替確認 Wi-Fiから公衆網へ切り替わり時に途切れあり

環境 映像切断・途切れ回数（AIなし） 映像切断・途切れ回数（AIあり）

ローカル5G+Wi-Fi 7回以上/試行 4～5回/試行

ローカル5G+  網 1回/試行 1回/試行

Wi-Fi＋  網 2回/試行 2～4回/試行

※活用できないWi-Fi  セス イン の仕様例
• 端末  取得が10分に1回のみ
• 「  発 時 率」等の詳細データが取得 可

•   に用いたデータは、異常状態が少ない 均衡データのため、データ分布の偏りを考 した前処

 ・評価設計を実施した。また、特定の  条件に偏ったデータとならないよう、実  /  暗室等

の条件を変えた 数  でデータを収集した。

• 本手法では、切り替え先となる通信 ッ  ー   の品質が著しく低い 合、AIによる切替を行っ

ても通信品質の維持が困難となる 合がある。

導入時の留意事項・意識しておく事項等

本手法で使用するWi-Fi  セス イン は、AI  ・推論に活用できるデータをリ ルタイムに取得す

るため特定の要件を満たす必要がある。

実証で用いた機器・システムについての補足（ご参考）

⚫複数のアプリケーションが同時稼働する環境における通信品質維持

 ー ル5GとWi-Fiの で通信経路を切り替えても  している映 品質に途切れ、乱れは見られな

かった。他方で、 ー ル5Gから公衆網やWi-Fiから公衆網への切り替えでは途切れが見られた。

実証による評価結果（ご参考）

⚫総合的なサービスレベル指標維持

 ー ル5GとWi-Fiが 在する  では、AI 用前後で映 切断・途切れ回数が減少している効果が

見られた。
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 備分野での人員 足と 低賃 上昇に伴う人件費高騰により、スタジ ムにおける 備人員

が十分に確保できず、他業務との兼任等による 十分な    は、安全上のリス を高める

恐れがある。

スタジアムにおける人流監視のための
エッジAIを用いた通信量削減の実証

警備業

 備分野では、AI  ラでの  が進められているが、 ラ  AI利用はデータをインター ッ

 経由で 信する必要があり、 ラヒッ の逼迫を招く要因となる。

多用途化が進む施設では、 備すべき 所や条件が頻繁に変わり、固定  ラよりも設置 所

を柔軟に変更できる可搬式  ラの方が効果的。また、多数の来  が   話を高頻度に利

用するため、施設 営用の    周 数 域が限られる。

スタジ ムの    ラ映 を ッジAIで処 し異常を検知、リス や通信  状況に応じて 

信データ を 的に 減し、状況を 備員等へ通知するソリューションの 効性を検証

地域・産業が抱える課題

既存の通信システムでは実現が難しいこと

AIソリューション実現を目指した実証の全体像

• 高性能AI  ラによる検知したイベン のリス  ベル・ ッ  ー   度に応じた 信

データ  およ 生成AI(SLM）  ーティングによる、二段階AIでの 的 信データ の

 減なら に高速通知システム

導入を目指すAIソリューションにおけるAIおよび通信の技術要素
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ファーエッジAIの高性能化および
二段階AIによる通信負荷に応じた動的データ 信量削減

スタジ ムにおける人   のための ッジAIを用いた通信  減の実証

 ッジAIによる通信 低減効果と、 ッ  ー 状況に応じて  方式を変更する手法の 効

性を検証

警備業

技術要素の検証の目的・論点
二段階 ッジAIによる 信データ  減、システム全 での検出イ

ベン 通知時 の低遅延化、多種類イベン の高検出率

通信方式 LTE（商用局・スモールセル）、  

AI技術
AI  ラ、リ ルタイムAIパイ ライン（AWL Engine Agent）、

AI異常  ー 要約 ージ ン （SLM・Rakuten AI 2.0 Mini）

※実証結果の詳細については、令和6年度補正

総務省「地域社会DX推進パッケージ事業（AI

検証タイ ）」成果  書を参照。

実際のアプリケーション画面の例

リアルタイムAIパイプラインフロー

AIソリューション導入に向けて実現・解決できること

⚫  ッジAIによるデータ 信 の

低減効果は、検知したイベン リ

ス に応じた  率（超高  、

高  、中  ）の使い分けによ

り、継続的な映  信に比べ、

97%以上と、非常に大きな 減

率を示した。また、 ッ  ー 輻

輳時には中  方式を避け、必要

 低限の  を確実に る設計

にすることで、データ 減率は

95.43% （目標値は79.47% ）

となった。

⚫ ッジ端末上のリ ルタイムAIパイ ラインはラ

イ   ラ映 を処 し、人物検出・追跡・リス 

分類およ 各種タイ （マス 着用、侵入時 、

  、年齢推定、火災/煙検知な ）を判断。

⚫事前  済みモデルが高性能のため、実証中に

は計算負荷の高いモデルの再  ではなく、パ

ラ ータ調整による 応   ーチを採用。

⚫一部モデルの更新等が必要な部分はあるものの、

大規模な再  を必要とせずとも高性能な検知

を達成でき、異なる地域 で再 可能なAIシス

テムの展開を実 する手がかりに。

リアルタイムAIパイプラインによるAI検知事例
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• 開発した ッジAI検知システムの導入を試みる際には、早期に  テス を実施することや、モジュー

ル式パイ ライン（検出→追跡→分析） を採用することで、事前の対策を容易にでき、システム 用に

影響を与えずに 良できる。

• SLMの  化も重要課題であり、AI出力結果の精度のみならず、限られたリソース  下で負荷に

耐えうる  ス 性の確保も重要。

※費用の概算は、令和6年度補正 総務省「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」の実証事業における個別事

例であることに留意。実際の費用は導入規模や求めるAI性能等により大きく変化する。

コスト 中項目 小項目 数量 金額

初期
導入

基地局 既設のため、 要 ０万円

AI  ラ
システム
(設備・ 
器費用)

IP  ラ 10台 64万円

ファー ッジ 10台 112万円

  ラ ールマ ン 10台 15万円

SD ー (映 保存) 10台 14万円

スイッチング  (５ ー ) 10台 ４万円

 器収納 ッ ス 10台 ３万円

 ッジ ー (GPU込み) １台 48万円

LTE/５Gルータ １台 20万円

スイッチング  (８ ー ) １台 0.8万円

LANケー ル(300m) ２個 10万円

運営

通信 通信 1年 4万円

AI  ラ
システム

Azure VM( ラ  ) 1年 8万円

ソフ    ライセンス 1年 8万円

合計 310.8万円

警備業

導入時の留意事項・意識しておく事項等

実証で用いた機器・システムについての補足（ご参考）

実証による評価結果（ご参考）

⚫エッジAIによる通信量の低減

二段階の ッジAIでデータ を  することにより、大幅なデータ通信 の 減を達成。

（ ー からの  ションに依存するが、）  配信込みで約40%、テ ス のみで約93%の 減。

⚫拡張性・可搬性の実証

• 将来的な 能強化やモデル高度化に継続的かつ効率的に取り組めるスケーラ ルな基盤が確立

• 固定式の  ラシステムでは実 困難な高い 用柔軟性を発揮（  ラ1台当たりの設置時 が約16分、撤

去が3〜4分）

• 経済性

一般的な固定式  システム/ ー ル5G新設 と比較して5年 （初期導入費＋ 用費）で

約1,198万円/3,913万円の 減効果。
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海中における 簀監視のためのエッジAIを用いた通信量削減
および光無線通信による  の実証

漁業

 簀におけるOCC通信システムの全体像

日本国内の 洋産業は業務効率化によるコス   や担い手 足への対応を迫られており、洋

上風力発 設備の 中 検や養殖生 の生産  な 多岐にわたる ースケースで、 中の映

 やセン   な 大 のデータを取得して 上や陸上のシステムで活用するDX化が喫緊の

課題となっている。

地域・産業が抱える課題

 洋産業のDX化を実 するにあたっては、 中  ーンや 中 ッジデ イスの位置や稼働状

況を正確に把握し、高速・低遅延でリ ルタイム 御や  収集を行うための 中  通信技術

が必要となるが、従来の音響通信は外来ノイズや船底や 面・ 底な の  の影響を受けやす

く、 域が く遅延が大きい。

また、高出力 ー ーを用いた   通信は高速・低遅延なリ ルタイム通信が可能である 面、

濁度の影響を受けやすく通信が 安定であり、音響通信のような長距離通信が難しいことに加

え、非常に高価であるため、実用・普 には至っていない。

既存の通信システムでは実現が難しいこと

   話網の  地 である 中において、安価で多対多の通信が可能である   通信

（OCC通信）を採用し、LED 源の検出に安定した通信を行うため、AIを活用することで、安定

した通信を実 する。

AIソリューション実現を目指した実証の全体像

• 物 検知モデルを用いたLED 源検出AIモデルによる、LED 源の検出

導入を目指すAIソリューションにおけるAIおよび通信の技術要素
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LED光源検出AIモデルによるLED光源の検出

 中における生   のための ッジAIを用いた通信  減およ 
   通信による  の実証

  からLED 源を検出するAIシステムを 

  通信（OCC）に導入した。開発したAIシス

テムにより、   話網の  地域である 

中から生 内の養殖魚の尾数を  ン した

データを、陸上で確認できた。

今回の実証では の揺 によって、LED 源

の 軸がずれて、LED 源検出AIの検出精

度が顕著に低下した。

今後、社会実装を推進するためには、 の揺

 にも対応する 中  ーン、 上  ーンの

開発や、LED 源検出AIのさらなる開発が求

められる。

漁業

技術要素の検証の目的・論点
OCC通信のために撮影する映 を  に切り出し、LED 源検出

AIモデルによってLED 源を検出する。

通信方式    通信（OCC)

AI技術 YOLOX-NANO

LED光源検出AIがLED光源を検出している様子

緑枠：正解データ
赤枠：LED 源検出AIモデルによる予 

尾数データを確認するアプリ上の画面

AIソリューション導入に向けて実現・解決できること

実証で使用した水上ドローン

 中ではLED 源が散乱し、輪郭がぼ

やけるが、LED 源検出AIが、正確に

LED 源を検出できている。

LED光源の検出事例

※実証結果の詳細については、令和6年度補正

総務省「地域社会DX推進パッケージ事業

（AI検証タイ ）」成果  書を参照。



38

漁業

※費用の概算は、令和6年度補正 総務省「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」の実証事業における個別事例

であることに留意。実際の費用は導入規模や求めるAI性能等により大きく変化する。

スマートフォン 本  器費用 3台 30万円

GigEカメラ 本  器費用 3台 21万円

OCC通信機用耐 容器 本 費用 1台 28万円

LED基盤
基 実装イニシャルコス 1式 50万円

基盤 作費用 1式 5万円

海中におけるOCC通信の機器構成費用

評価項目 結果

mAP＠50-95 0.14

Precision 0.516

Recall 0.954

海中におけるOCC通信の性能

正解ラベルに対してAIによる予測に
差異がある場合

海中におけるOCC通信の機器構成

：  源の供給

• LED 源は 中の濁度によって、 認可能な範囲が大幅に変 するため、LED 源の検出AIモデル

によるLEDの検出性能も低下する に留意が必要。

• 生 内は網、回遊する魚類、なら に設置作業を行うダイ ーが近接する  であることから、鋭利

な突起による損傷リス を 小化することを 優先とし、鉄製部材等の硬質材料の使用を避け、柔軟

で突起が生じにくい材料を採用。

導入時の留意事項・意識しておく事項等

 中におけるOCC通信は ッジデ イスであるスマー フォンやGiｇE  ラから 成される。

実証で用いた機器・システムについての補足（ご参考）

⚫ LED光源の検出AIモデルの検出性能

物 検出の総合性能を示すmAP@50-95は0.14

と低い値を示した。これは、LED 源は一般的な物

 と異なり、発 によるにじみや  、飽和の影響

で輪郭が明瞭でない 合が多く、LED 源  は

検出できていたとしても、正解データとAIの予 に

よるデータに差異が発生してしまうためである。

なお、Recallが0.954と高いことからも、 源が

 面内に存在する 合には高い精度で検出できて

いることが確認できる。

実証による評価結果（ご参考）
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AI06高知県
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中山間地の施設園芸農業における省力化に向けた作物の画像監視

農業

ビニールハウス

中山間地域

LPWA親機

可住地域400MHz帯
LPWA

有線

インターネット

  網

施設園芸 業は露地栽培と比べて労働時 が長い 業の形態※。特に中  地では作物の確

認等のための  巡回の負担が大きく、省力化が課題となっている。

※ 林 産省 「施設園芸をめぐる 勢（2024年5月）」

地域・産業が抱える課題

省力化ソリューションとして    を目指すと、   話  地域では通信  整備が必要。

コス 面から利用料が高額な衛星通信や大規模なインフラ整備を伴う基地局設置等を避ける 

合、中  地域での導入実績があるLPWA規格が 効。ただし通信速度が1kbps程度と極めて

小さいため、  等（数MB程度）を含むデータの  拠 や ラ   ー への  は困難。こ

のような通信  の 約により、  拠 や ラ   ー と  する省力化ソリューションの

導入が難しい。

既存の通信システムでは実現が難しいこと

   話  地域を含む実証フィール にLPWAによる通信  を整備し、低速な通信速度で

も作物の    を 信できるよう、AI    ・復元システムを導入する。 ッジデ イスの

    用AIモデルでは、作物の特徴（枯れている、青々している等）を抽出する。 ラ   ー

 では  復元AIおよ 病害異常判定システムが 作し、利用 （  ）の作物確認に係る負担

を低減する。

AIソリューション実現を目指した実証の全体像

• 高  率かつ軽 に 作する  ・  データの  ・復元AI

導入を目指すAIソリューションにおけるAIおよび通信の技術要素

カメラ、センサ

  や  ス内  データ

（温湿度、CO2、  等）を

取得。

エッジAI＋LPWA子機

データ  に  化した ッ

ジAIによりデータを超高効率

に  し、LPWAで 信。

クラウドAI

データ復元に  化した

AIによりデータを復元し、

AIにより病害・異常を検出。

復元された  や病害・異常の検出結果を 宅で

確認できるようになり、  巡回の負担を軽減。

利用者（農家）

https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/sisetsu/attach/pdf/index-3.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/sisetsu/attach/pdf/index-3.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/sisetsu/attach/pdf/index-3.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/sisetsu/attach/pdf/index-3.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/sisetsu/attach/pdf/index-3.pdf
https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/sisetsu/attach/pdf/index-3.pdf
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高  率かつ軽量に動作する画像・環境データの  ・  AI

中  地の施設園芸 業における省力化に向けた作物の    

  や  データを  し、LPWAで  後に復元するAIシステムを導入した。これにより、非

  で192KBの  データを2Byteまで  しつつ、肉眼では目立った差異が見られない精

度での復元を実 した。

  や  データの  では、中  地の園芸施設での持続 用を見据え、安価かつ低消費 

力の ー コンピュータで利用可能な軽 なAIモデルとし、 ラスタリングの技術を活用するこ

とで  抽出精度を高めた。

農業

目的

実証フィール において0.3-1kbpsの通信路を 数施設で共用し、

作物向け  データとして約192KB/枚の  データおよ   

データ（温湿度等）を各施設48回/日（30分に1回）  することを

目的とする。なお1回の  では  1枚、  データ7種×30時 

を  する。

通信方式 LPWA（400MHz 、時分割周 数共用）

AI技術  ラスタリング

※実証結果の詳細については、令和6年度補正 総務

省「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」

成果  書を参照。

  ス  
（元  ）

分割する

ラベリングした値を  
32、193、・・・

小容 の「  の種」

ベ  ル空 へ
マッピングする。

 ラスタ領域ができる。

 ラスタ領域を
ラベリングする。

32
193

結果的に、作物の特徴
（枯れている、しおれて
いる、青々している
等）を  している。

画像データ
（256x256）

環境データ
（7種×30時 ）

 サイズ
192,000 Byte

（非  ）
840 Byte

本手法で
  後

2 Byte 28 Byte

（参考）

JPEGで
  後

7,000～
14,000 Byte

ー

本手法と既存手法（JPEG）の  サイズ

AIソリューション導入に向けて実現・解決できること

本手法では、園芸施設で撮影された  を

LPWAで  するため、256x256の 

ラー  を約10万分の1のデータ イズに

  。

約14～28分の1に  する既存のJPEGに

よる    と比較して高効率。

また、本手法では温度、湿度、CO2濃度等の

  データも約30分の1のデータ イズに

  。

高効率な画像・環境データの  事例
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農業

カメラ・センサ エッジデバイス（LPWA子機含む）

有線

設
備
・
機
器
費

LPWA無線機1台
（筐体、組立費含む）

5万円

ESP32用
温湿度センサ

0.1万円

ESP32用
CO2濃度センサ

0.4万円

ESP32本体
（カメラ内蔵）1台

0.2万円

計 5.7万円

※費用の概算は、令和6年度補正 総務省「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」の実証事業における個別事例

であることに留意。実際の費用は導入規模や求めるAI性能等により大きく変化する。

エッジデバイス1台の価格（量産時）

 の画像と  後の画像の横並び比較（赤枠内で中央部分を拡大）

 の画像

• 本手法では作物ごとに  データを収集する必要があり、今回は作物ごとに約3,000枚以上の  

データ、約9万時 分の  データを収集し  に利用した。

•   ラと  対象作物の に障害物が入り込んだ 合や、  ラの固定位置がずれてしまった 合な

 、  に用いた  と異なる状況が生じると、  復元の精度が低下することがある。

導入時の留意事項・意識しておく事項等

• 園芸施設側に設置する  ラ・セン 、 ッジデ イスは  で接続する。

• 実証結果を踏まえ、 産時には ッジデ イス1台あたり5.7万円と見込まれる。

実証で用いた機器・システムについての補足（ご参考）

⚫農作物監視映像の  と  の評価結果

元の  （192KB）を2Byte（  率10万倍）に  したデータから復元した  を以下に示す。

目 においても両  が十分に類似していることが確認できる。

実証による評価結果（ご参考）

  後の画像
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AI07大分県
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有人地帯におけるドローン運航のための
エッジAIを用いた通信量削減の実証

配 業等

  ーンが撮影した映 データを  ーンに搭載した

 ッジAIが解析し、必要なとき※に ラー を発出する。

映像データ 検知アラート

ドローン

※閾値以上の人の集中、障害物の検知

LTE

検知アラートを受け取った場合は、
静止（ホバリング）を命令

人手 足や少子高齢化といった社会課題は、特に地方において 検や配 業務、災害時の被災

状況の確認への影響が懸念されており、  ーン技術の社会実装が急務である。2022年12月

には 人地 での目 外飛行を可能とする ベル4飛行の 度が開始したが、 状は地上リス

 の検知・回避のために   ーターが 上  ラが撮影する映 の    を行っており、稼

働負担が大きい。

地域・産業が抱える課題

 在、  ーンの目 外飛行における    にはLTE通信が活用されているが、  部等の

  が届かない リ では、通信  に 約があり、 上  ラによる    の実施が困難で

ある。こうした リ においては、衛星との直接通信の活用が期待されるが、通信 域が限られ

ていることから、高解 度の映   を伴う    の実施は困難である。

既存の通信システムでは実現が難しいこと

ドローン

検知 ラー 等の

解析結果のみを保存

サーバ

クラウド

業務用端末

検知 ラー 等の

解析結果のみを保存

オペレーター

高解 度の映 を   ーターに  せずに、地上リス の検知・回避を行うため、 上  ラ

が撮影した映 を、  ーンに搭載した ッジAIにより処 し、人物・障害物の検知を行う。飛行

中と着陸時にシナリ を分けてそれぞれでAIモデルを開発し、人物・障害物を検知した  を 

 することで、通信 を 減する。

AIソリューション実現を目指した実証の全体像

• 飛行時：物 検知AIモデルによる人物の検出

• 着陸時：差分検知による人物、障害物の検出

導入を目指すAIソリューションにおけるAIおよび通信の技術要素

着陸時の着陸地リスク検知飛行中の地上リスク検知

検知対象：ス    造

クラウド オペレーター



45

飛行時 物体検知AIモデルによる人物の検出

 人地 における  ーン  のための ッジAIを用いた通信  減の実証

YOLOX-Sを用いて映 を処 し、検知精度

90%以上の高精度な人物検知を行うととも

に、落下分散範囲内の人物を抽出するAIシス

テムを導入した。また、推論速度の高速化のた

め、TensorRTによる 子化を用いたAIモ

デル軽 化を実施した。

配 業等

技術要素の検証の目的・論点

  ーンの 上  ラが撮影した映 を飛行中の地上リス 検知AI、

着陸時の着陸地リス 検知AIによって処 し、通信 を90%以上

 減することを目的とする。

通信方式 LTE

AI技術 YOLOX-S、差分検知

※実証結果の詳細については、令和6年度補正 総務省

「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」

成果  書を参照。

飛行中の地上リスク検知AIにより、
人物を検出している様子

飛行中の地上リスク検知AI 着陸時の着陸地リスク検知AI

離陸時と着陸時の  データについて特徴 

マッチングを行ったうえで、差分検知を行うこ

とで、検知精度90%以上の高精度な人物・障

害物検知を行うAIシステムを導入した。

飛行中のリス 検知AI、着陸時のリス 検知AIは ちらも平均推論速度1s以内を達成し、リ 

ルタイムなリス 検知処 を可能とした。

また、従来は人物、障害物検知のために約8MBの映 データを  する必要があったが、 ッ

ジ端末で映 を処 することにより、操縦のための映 （約0.6MB）のみの  で十分となり、

90%以上の通信  減を達成した。

AIソリューション導入に向けて実現・解決できること

 ッジで撮影した映 を飛行中のリス 検知

AIにより人物検出が高い検知精度で実施でき

ることを確認。

赤枠は検知した人物を示しており、  内に存

在する3名の人物を検知できていることが分

かる。

飛行中のリスク検知AIによる人物の検知事例
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配 業等

※費用の概算は、令和6年度補正 総務省「地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイ ）」の実証事業における個別事例

であることに留意。実際の費用は導入規模や求めるAI性能等により大きく変化する。

設備・
機器費

  ーン 220万円

 ッテリー関  器 74万円

タ  ッ 5万円

 御用 タッチ ン 130万円

ランディングマッ 8万円

AIシステム  ー ステーション 150万円

運航管理
システムの
運用

システム利用
（上空  SIM込み）/月

5万円

タ  ッ 通信地上SIM/月 0.5万円

 ッ  ー RTK/月 2万円

検知率※
（Recall、IoU=0.5）

推論速度平均

飛行中の地上リス 検知AI 0.92 21[ms]

着陸時の着陸地リス 検知AI 0.95 651[ms]

構築したドローンシステムに関連する機器の構成

構築したドローンシステムに関連する機器の費用

※検知率は、実証期 に

撮影した評価用のデー

タセッ における数値を

示す

開発した各種AIの性能

着陸時の人物・障害物検知の様子

：AIによる検知結果

：正解の検知結果

• 2026年1月 在、 人地 における目 外飛行である  ーンの ベル3.5飛行では、 上  ラ

により飛行経路下の歩行 等の  を確認する必要がある。また、 人地 の目 外飛行である 

ベル4飛行でも映 を    するため、 在は映 を  して飛行する必要がある。

導入時の留意事項・意識しておく事項等

実証で用いた機器・システムについての補足（ご参考）

⚫開発したAIによる人物・障害物の検知精度、推論速度平均

実証による評価結果（ご参考）

開発した各種AIの性能を、実証期 中に撮影した

評価用のデータセッ を用いて評価した。

下表に示す通り、検知率は90%以上、推論速度

平均は1s以下を実 できた。なお、他の評価用

データセッ でも、同様に検知率は90%、推論速

度平均は1s以下であった。
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AIソリューションの実施方法等を

把握する
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タイトル 総務省  利用 ータル

 開 /  開年 総務省/ 公開中

URL https://www.tele.soumu.go.jp/

概要
  局の設置や導入を検討している方に向けて  局免許の取得手続きや 度、
   器に関る 度等の  を提供する。特に、  局免許の手続きに関しては、
必要書類の様式や、手続きの手順の詳細を説明し、 子申請の窓口となっている。

AIソリューション実現に向けた手続き等

AIソリューション実 に向けたAI技術や通信技術の導入にあたっての手続き等に

ついて、関係省庁が公開する手引き・ガイ ラインを紹介する。

タイトル  ー ル５Ｇ導入に関するガイ ライン

 開 /  開年 総務省/2023年（ 終 定）

URL https://www.soumu.go.jp/main_content/000897566.pdf

概要

 ー ル５Ｇ   営等ＢＷＡの  局免許の申請手続きや、 気通信事業とし
て導入する 合の考え方について、  法（昭和25年法 第131号）   気通
信事業法（昭和59年法 第86号）の 用関係について明確化し、 ー ル５Ｇ 
  営等ＢＷＡに関係する 度の枠組みの透明化を図ることを目的としている。

タイトル AI事業 ガイ ライン

 開 /  開年 総務省 経済産業省/2025年3月 1.1版

URL

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/ai_network/02ryu
tsu20_04000019.html （総務省）
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_ji
sso/20240419_report.html （経済産業省）

概要

政府・ 治 等の公的 関を含むAIを活用する事業 が安心安全なAI活用のた
めに望ましい行 に繋がる指針を整 。AIの事業活 を担う主 として、「AI 開
発 」、「AI 提供 」  「AI 利用 」の 3つに大別し、それぞれのAI 開発・提
供・利用にあたって必要な取組についての基本的な考え方を示すものである。
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参考資料

用語 用語解説

4G/LTE 4th Generation Long Term Evolutionの略。LTE 

方式による第４世代（4G）   話・移  データ通信

 ービス。

5G 第５世代   話・移  データ通信 ービス。

AGV Automated Guided Vehicleの略。 人搬 車。一定

の領域において、  で走行し、荷な 人以外の物品を搬

 する車両で、 路交通法に定められた 路では使用しな

いもの。

AI Artificial Intelligence。人 知能。

AWS Amazon Web Servicesの略。Amazon社が提供する

 ラ  コンピューティング ービス。

Azure Microsoft社が提供する ラ  コンピューティング ー

ビス。

bps Bits Per Secondの略。通信速度の単位で、１秒 に何

ビッ のデータが れるかを表す。

CNN Convolutional Neural Network の略。畳み込み

（Convolution）という入力データからの  抽出手法を

用いたニューラル ッ  ー の総称。

F-RAG Federated RAG。RAGのうち、  源のデータを集約

することなく活用し、生成AIの文書生成に活用する。

GigEカメラ GigE（Gigabit Ethernet）のデータ転 能力を具備し

た  ラ。

LAN Local Area Networkの略。

LightGBM Light Gradient Boosting Machineの略。 械  

における ルゴリズムの一つ。勾配 ースティングという

分析 ルゴリズムを、データ処 を高速化して実装したも

の。
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参考資料

用語 用語解説

LPWA Low Power Wide Areaの略。低消費 力で長距離通

信を実 する  通信方式。数kmから数十kmの距離で

通信が可能。

mAP mean Average Precision の 略 。 平 均  合 率

（Average Precision）を平均した値を指す。0から1ま

での実数を取り、1に近づくほ よい。物 検出の評価指

標として用いられる。

OCC Optical Camera Communicationの略。 源が発す

る の明滅を、  ラを介して信号として取り出すことで

通信する手法。

Precision  合率。二値分類において正と判定したケースのうち、正

だったものの割合。

QoS Quality of Serviceの略。通信回 において、通信内容

に応じて した品質を確保すること。またそのための技術。

RAG Retrieval Augmented Generationの略。検索  

生成。生成AIが利用 の質問に対して、外部の  源（社

内データベース、Webな ）から関   を検索し、それ

をもとに 然な文章で回答を生成する技術

Random Forest  械  における ルゴリズムの一つ。 数の決定木（ 

 器）を相関を低くするように  し、推論では 数の決

定木の出力を平均して 終的な結果とする。

Recall 再 率。二値分類において実際に正のケースとなったもの

のうち、正と判定できた割合。

RMSE Root Mean Squared Errorの略。二乗平均平方根誤

差。 械  や統計 における推定精度の指標。

SLM Small Language Modelの略。 然言語の文章を処 、

 解、生成できるAIモデルで大規模言語モデル（LLM: 

Large Language Model）よりも規模が小さい。
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用語 用語解説

TensorRT NVIDIAが提供する、  済み深層  モデルの推論処

 をNVIDIA GPU向けに  化するためのソフ    

開発 ッ 。  済みモデルに対してGPU上での実行に 

した形へ変換・  化を行い、推論時のGPUの計算資源や

 モリ等の利用効率を高めることができる。

Wi-Fi IEEE 802.11規格に基づく  通信技術の一つ。

2.4GHz 、５GHz 、およ 6GHz の免許 要 域を

利用し、 庭、 フィス、商業施設、公共 リ 等の幅広い

 所で、比較的短距離（～数十m）な通信に利用される。

WiGig IEEE 802.11ad規格に準拠する  通信技術。免許 

要の60GHz を利用し、大容 通信が可能。

YOLO You Only Look Onceの略。  から物 の位置と分

類（物 の種類）を単一の推論で同時に予 する単段

（one-stage）物 検出モデルの系統。リ ルタイム用途

を意識した速度と精度の ランスを重 して設計されてい

る。

エッジ   通信における ッジとは、通信 ッ  ー の末端にあ

たる、外部 ッ  ー との 界や端末な が接続された

領域を指す。

エッジAI  ッジにおいて 作するAI。

機械学習 コンピュータがデータセッ からルールや知識を  し、タ

ス を遂行する能力が向上する技術。

強化学習 コンピュータが一定の  の中で試行錯誤を行うことが 

 用データとなり、行 に 酬を与えるという  セスを

繰り返すことで、何が長期的に良い行 なのかを  させ

る 械  の手法。

クラスタリング データの ン ル に定義した類似度もしくは非類似度に

基づいて、各 ン ルを ラスタと呼ばれるグルー に分

割する、統計 におけるデータ解析手法。

勾配ブースティング  械  における ルゴリズムの一つ。精度の低いモデル

を多数組み合わせて、高度なモデルを  するもの。
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用語 用語解説

スループット throughput。単位時 当たりの処 能力やデータ転 

 のこと。  速度。

 成AI AIシステムの一種で、文章や   な のまとまった の

新しい  を生み出すことができるもの。

チューニング（ファイン

チューニング）

  済みのAIモデルに対して、新たなデータを用いて追加

で  する技術。汎用的なAIモデルを特定の分野に特化

させることができる。

トラヒック  ッ  ー 上を移 する音声や文書、  等のデジタル

データの   のこと。通信回 の利用状況を調査する目

安となる。

ドローン Drone。 人 空 。 造上、人が乗ることができない飛

行 、回転翼 空 、滑空 、飛行船であって、  操作ま

たは  操縦により飛行させることができるもの。

パケットロス ある通信主 から発信されたパケッ が、 ッ  ー 上の

転 経路上で喪失すること。

ファーエッジ  ッジ端末のうち、セン 端末のようなデータ収集源に 

も近い位置にあるもの。

メタサーフェス反射板  長に対して小さい 造 を周期配置して任意の誘 率・

透磁率を実 する人 媒質（ タマテリ ル）の一種の タ

 ーフ スを用い、入 した  の  方向の 御を可能

とする素子。

ルータ コンピュータ ッ  ー において、異なる ッ  ー  

でデータを中継する通信 器。

連合学習  ッジ  ではデータを活用したAI  を実施し、 ラ 

   データを集約せず、 ッジ  で  を行ったAIモ

デルを集約して活用する技術。

ローカル５G 地域や産業の個別のニーズに応じて、地域の企業や 治 

等の様々な主 が、 らの建物内や敷地内でス ッ 的に

柔軟に  できる５Gシステム。



令和6年度補正 総務省地域社会DX推進パッケージ事業（AI検証タイプ）

地域社会DX推進パッケージ事業 AI検証タイプ

令和7年度 実証事例モデル集

令和８年3月31日

発行  総務省   通行政局 地域通信振興課

 〒100ー8926    千代田区霞が関2-1-2

請負  株式会社三菱総合研究所

 〒100ー8141    千代田区永田町2-10-3


	タイトル
	スライド 0: 地域社会DX推進パッケージ事業 AI検証タイプ 令和7年度　実証事例モデル集
	スライド 1

	目次
	スライド 2
	スライド 3

	はじめに
	スライド 4
	スライド 5

	AIソリューション実現に向けて活用可能なAI技術・通信技術を理解する
	スライド 6: AIソリューションの実現に向け活用可能なAI技術・通信技術を理解する
	スライド 7: AIソリューションの実現に向け活用可能なAI技術・通信技術を理解する
	スライド 8
	スライド 9: AIソリューションの実現に向け活用可能なAI技術・通信技術を理解する
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: AIソリューションの実現に向け活用可能なAI技術・通信技術を理解する
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

	AIソリューション実現に向けた具体的な実証事例を把握する
	スライド 18: AIソリューション実現に向けた 具体的な実証事例を把握する

	AI01函館市
	スライド 19: AI01函館市
	スライド 20
	スライド 21: 観光地域における連合学習を用いた多地点混雑予測AIの学習データ多様化の実証
	スライド 22

	AI02仙台市
	スライド 23: AI02仙台市
	スライド 24
	スライド 25: 工事現場等におけるAIを用いた通信量削減および メタサーフェス反射板による電波不感地域改善の実証
	スライド 26

	AI03小平市
	スライド 27: AI03小平市
	スライド 28
	スライド 29: 工場など複雑な電波環境におけるエッジAIを用いた通信量削減 および通信リソース最適化の実証
	スライド 30

	AI04神戸市
	スライド 31: AI04神戸市
	スライド 32
	スライド 33: スタジアムにおける人流監視のためのエッジAIを用いた通信量削減の実証
	スライド 34

	AI05西予市
	スライド 35: AI05西予市
	スライド 36
	スライド 37: 海中における生簀監視のためのエッジAIを用いた通信量削減および 光無線通信による伝送の実証
	スライド 38

	AI06高知県
	スライド 39: AI06高知県
	スライド 40
	スライド 41: 中山間地の施設園芸農業における省力化に向けた作物の画像監視
	スライド 42

	AI07大分県
	スライド 43: AI07大分県
	スライド 44
	スライド 45: 有人地帯におけるドローン運航のためのエッジAIを用いた通信量削減の実証
	スライド 46

	AIソリューションの実施方法等を
	スライド 47: AIソリューションの実施方法等を 把握する
	スライド 48

	参考資料
	スライド 49: 参考資料
	スライド 50: 参考資料
	スライド 51: 参考資料
	スライド 52: 参考資料
	スライド 53: 参考資料
	スライド 54


